
｡－

裁判官会議（第12回）議事録

令和7年4月9日（水曜日）

裁判官会議室において、午前10時30分開議

出席者 今崎長官、三浦、宇賀、林、岡村、安浪、渡辺、岡、堺、尾島、宮川、石

兼、平木、中村、高須各裁判官

今崎長官議長席に着く。

議事

人事について

徳岡人事局長から、資料に基づき、人事関係事項について説明があり、’の裁判

官の退官については、報告及び原案どおり決定し、2の裁判官の転補等については、

原案どおり決定し、3の令和7年春の勲章受章者の内定については、報告がされた。

午前10時33分終了 『
当

議 長

秘書課長

〃



裁判官会議資料
（4月9日開偶）

裁判官会議付議人事関係事項(令和7．4．9提出）

1 裁判官の退官について

定年退官（令7．5．2） 福岡高判事・福岡簡裁判事

岸 本 寛 成(42）

福岡簡裁判事

瀬戸口 洋 治

東京簡裁判事

脇 本 道 治

定年退官（令7．5．9）

依願免本官（令7．4．30）

2 裁判官の転補等について ′

横浜地判事（部総括）・横浜簡裁判

事

東京高判事・東京簡裁判事

松 下 貴 彦(47）

東京地判事（部総括）．東京簡裁判

事

小 池 あゆみ(47）

東京高判事・東京簡裁判事

東京家判事（部総括）・東京簡裁判

事

東京地判事（部総括）・東京簡裁判

事

中 野 琢 郎（51）

名古屋地家半田支判事（支部長）・

半田簡裁判事（司掌者）

内 山 真理子(53）

名古屋地家一宮支判事・一宮簡裁判

事

高 木 健 司（54）

郡山簡裁判事

佐 藤 裕 義

名古屋地判事・名古屋簡裁判事

名古屋地家半田支判事（支部長) ・

半田簡裁判事（司掌者）

仙台簡裁判事
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郡山簡裁判事 東京簡裁判事
〆

坂 本 正 則

3 令和7年春の勲章受章者の内定について

「令和7年春の勲章受章者名簿」のとおり

(報告）
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裁判官会議（第13回）議事録

令和7年4月16日（水曜日）

裁判官会議室において、午前10時30分開議

出席者 今崎長官、三浦、宇賀、林、岡村、安浪、渡辺、岡、堺、尾島、宮川､ 石

兼、平木、中村、高須各裁判官

今崎長官議長席に着く。

議事

1 下級裁判所裁判官指名諮問委員会の答申について

氏本事務総長から、資料第1に基づき、標記の答申について報告があった。

2 人事について

（1）徳岡人事局長から、資料第2に基づき、人事関係事項について説明があり、

1の裁判官の退官については、報告がされ､ 2の裁判官の転補等については、

原案どおり決定し、3の新任判事補の採否等については、要審議者名簿登載の

者を含めた任命候補者について審議された結果､ 本議事録別紙第1記載の者を

同別紙第2の理由で不採用とし、同別紙第3記載の者を採用することに決定し、

4の裁判官の兼官については、原案どおり決定した。

（2）徳岡人事局長から、資料第3に基づき、熊本家庭裁判所長の補職等について

説明があり、次のとおり決定した。

熊本家庭裁判所長矢数昌雄の依願免本官並びに兼官に伴い、福岡地方、家庭

裁判所小倉支部長小野寺優子を熊本家庭裁判所長とする。

午前10時59分終了

『
凶

議 長

『
■秘書課長



(別紙第1）

判事補不採用者名簿

’ ’



(別紙第2）

不採用の理由



(別紙第3）

判事補任命名簿

氏 名

朝 日 涼 子

石 山 実 季

井 上 音 々

上 野 堀

大小田 智 暁

大 胡 裕 昭

川 島 郁 葉

栗 原 健

小 林 桜 子

住 友 光太郎

鷹 野 周 平

中 嶌 翔 太

冨士川 愛紗美

星 川 竜 儀

松 山 魁

室 賀 一 馬

森 藤 冬 芽

上 坂 侑

田 治 百合恵

中 村 潤

植 村 そらの

古 関 大 樹

佐々木 光 弘

中 本 裕 子

平 田 裕 人

井 坂 志 穂

佐々木 佳 穂

原 口 在 光
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事
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東
同
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同

同
同
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同
同

同
同
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同

同
同
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横

同
同

さいたま地判事補

同

同

同

同

千葉地判事補

同

同



和 仁 崇 博

加 藤 陽 大

大 西 立

篠 崎 末 裕

木 村 ゆりな

横 田 知 子

岩 崎 由莉耶

大 川 未 来

大 場 悠 生

加 賀 潮 美

河 井 沙 織

川 崎 陽

新池谷 圭 輝

須 田 翔 太

水 城 真那花

善 元 貴 大

稲 垣 梨 花

栗 田 陽 介

林 萌 百

影 山 は な

曽 田 博 紀

山 谷 奈々緒

米 田 京 花

爲 金 まりえ

山 下 大 智

木ノ元 一 輝

岡 本 歌 純

佐 竹 優 哉

田 丸 冬 尉

三 輪 千 紘

谷 津 賢太郎

水 野 太 郎

同

水戸地判事補

静岡地判事補

甲府地判事補

長野地判事補

新潟地判事補

大阪地判事補

同

同

同

同

同

同

同

同

同

京都地判事補

同

同

神戸地判事補

同

同

奈良地判事補

大津地判事補

同

和歌山地判事補

名古屋地判事補

同

同

同

金沢地判事補

富山地判事補



前 田 佳 秀

水 成 俊 介

坂 下 翔 哉

田 尻 駿

吉 村 俊 昭

加 藤 大 智

榊 原 まどか

高 橋 聡

鶴 崎 涼 花

有 水 志 帆

井 上 裕 貴

北 平 将

溝 口 淳 弥

木 村 駿 介

小 泉 直 樹

亀 山 司

寺 島 大 貴

中 本 幸 太

水 田 菜々実

薄 井 孝

黒 岩 美千華

柏 田 芳 樹

河 村 紗 穂

河 村 龍

宮 川 太 真

竹 内 柊 湖

高 橋 かれん

大 西 裕 紀

樋 口 結 衣

兵 多 俊 輝

広島地判事補

広島地判事補

山口地判事補

岡山地判事補

同

福岡地判事補

同

同

同

佐賀地判事補

長崎地判事補

大分地判事補

熊本地判事補

鹿児島地判事補

同

宮崎地判事補

同．

仙台地判事補

同

福島地判事補

山形地判事補

青森地判事補

札幌地判事補

同

同

旭川地判事補

徳島地判事補

高知地判事補

松山地判事補

同



裁判官会議資料第2
（半月16日閉鋤

裁判官会議付議人事関係事項(令和7．4．16提出）

1 裁判官の退官について

定年退官（令7．5．18） 広島高岡山支判事（部総括）・岡山

簡裁判事

柴 田 厚 司(44）

2 裁判官の転補等について

広島高岡山支判事(部総括）

）簡裁判事

さいたま地家熊谷支判事（支部長）

・熊谷簡裁判事（司掌者）

菱 田 泰 信(43）

横浜地家小田原支判事（支部長）・

小田原簡裁判事（司掌者）’

佐々木 直 人(40)

東京高判事・東京簡裁判事

岡山

さいたま地家熊谷支判事（支部長）

・熊谷簡裁判事（司掌者）

横浜地家小田原支判事（支部長）・

小田原簡裁判事（司掌者）

竹 下 雄〈46)

長野家地松本支判事補・松本簡裁判

事・木曽福島簡裁判事

山 部 佑一輝(68)

東京簡裁判事

中 山 隆 弘

長野家地松本支判事補･松本簡裁判

事

浜松簡裁判事

3 新任判事補の採否等について

「判事補任命候補者名簿」及び ｢要審議者名簿」のとおり

4 裁判官の兼官について

「兼簡易裁判所判事任命名簿（74期）」のとおり

’
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裁判官会議（第14回）議事録

令和7年4月23日（水曜日）

裁判官会議室において、午前10時30分開議

出席者 今崎長官、三浦、宇賀、林、岡村、安浪、渡辺、岡、堺、尾島、宮川、石

兼、平木、中村、高須各裁判官

今崎長官議長席に着く。

議事

人事について

徳岡人事局長から、資料に基づき、人事関係事項について説明があり、1の裁判

官の退官については、原案どおり決定及び報告がされ、2の裁判官の検事転官等、
3の裁判官の転補等、4の裁判官の再任等、5の裁判官の新規任命及び6の司法修

習生の再採用については、いずれも原案どおり決定した。

午前10時36分終了

、議 長

『
ご秘書課長



裁判官会議賓科
(j＋月ルツ日開催）

裁判官会議付議人事関係事項(令和7．4．23提出）

1 裁判官の退官について

依願免本官並びに兼官（令7．5．30） 東京家地立川支判事（部総括）・立

川簡裁判事

馬 場 純 夫(43）

東京簡裁判事

内 山 修

定年退官（令7．6．1）

2 裁判官の検事転官等について

依願免本官並びに兼官（令7. 5. 31)

（退官後国際連合日本政府代表部）

最高裁刑事局付（東京地判事補・東

京簡裁判事）

庄 司 真 人(69）

最高裁家庭局付（東京家判事補・東

京簡裁判事）

依願免本官並びに兼官（令7．5．31）

（退官後在ジュネーブ国際機関日本

政府代表部）

風 間 直 樹（70）

3 裁判官の転補等について

小倉簡裁判事（司掌者)．・福岡地家

小倉支判事(支部長） ‘

福岡地家判事（部総括）・福岡簡裁

判事

松葉佐 隆 之（47）

福岡高判事・福岡簡裁判事福岡地家判事（部総括) ・福岡簡裁

判事

三 井 教 匡（51）

知財高判事・東京簡裁判事東京家地立川支判事（部総括）・立

川簡裁判事

本 吉 弘 行（43）
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知財高判事・東京簡裁判事 東京地判事・東京簡裁判事

安 岡 美香子（59）

東京地判事・東京簡裁判事

高津戸 拓 也（65）

千葉家判事(部総括）・千葉簡裁判

事

菅 家 忠 行(43）

千葉家地判事．千葉簡裁判事

田 中 智 子（47）

前橋家地太田支判事・太田簡裁判事

東京高判事・東京簡裁判事

千葉家部総括指名

4 裁判官の再任等について

川崎簡裁判事（司掌者）・横浜地家

川崎支判事（支部長）

川崎簡裁判事（司掌者）・横浜地家

川崎支判事（支部長）

楡 井 英 夫（45）

(令和7年5月23日限り任期終了者）

仙台高判事（部総括）・仙台簡裁判

事

倉 澤 守 春(45)‘

(令和7年5月23日限り任期終了者）

仙台高判事（部総括）・仙台簡裁判

事

5 裁判官の新規任命について

東京地判事・東京簡裁判事 法務省民事局付

太 田 健 介(65）

6 司法修習生の再採用について

’

戸
必

、


